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 紀伊半島中央部に位置する十津川流域ならびに有田川上流域は、それぞれ 1889 年（明











































ついてみると、厚さは不明であるが、図１で示される崩壊地に限ってみても幅および長さ   




 図２ 河（川）原樋川支谷、赤谷における崩壊地 





は数 100m 以上に達している．厚さ１m と仮定しても、これらの崩壊地には 105m3  以上 
の崩壊した物質が残留している可能性がある．このような規模の残留崩壊物質は、図１で
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   図４ 三田谷崩壊地の位置                 図５ 崩壊地内の地形 
国土地理院発行２万５千分の１地形図「伯母子岳」使用      測量地点最低点を０m とし、 











63μm より細粒の成分が 50%程度含まれていて、含水比 10～15%の状態における c、φの
値はそれぞれ 80～150gf/cm2と 15°～36°を示している．細粒成分含有量および粘着力 
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        図７ 残留崩壊物質の露頭を示す南北投影断面  
































崩壊地の個数頻度をみると、合計 118 箇所のうち、北西向き斜面で 27％、北東向き斜面
23％、北向き斜面 15％、西向き斜面 11％、南西向き斜面 11%であり、東向き・南東向き・
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